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    令和３年玉村町議会第３回定例会会議録第１号       
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日程第１８ 議案第４５号 令和２年度玉村町水道事業会計剰余金の処分について 

日程第１９ 議案第４６号 令和２年度玉村町下水道事業会計剰余金の処分について 

日程第２０ 議案第４７号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正に 

             ついて 

日程第２１ 議案第４８号 玉村町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のため 
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日程第２５ 議案第５２号 令和３年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第２６ 議案第５３号 令和３年度玉村町水道事業会計補正予算（第２号） 
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〇議長挨拶 

◇議長（三友美惠子君） おはようございます。 

 令和３年玉村町議会第３回定例会が開会されるに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 議員各位には、令和３年玉村町議会第３回定例会が招集されましたところ、公私ともにご多用の中、

ご参集いただきましたことに対し、厚く御礼申し上げます。 

 さて、今定例会は、決算議会とも言うべき令和２年度の一般会計や特別会計の歳入歳出決算認定に

係る議案等を審議する重要な議会であります。令和２年度予算が目的どおり適正かつ効率的に執行さ

れたか慎重な審議がなされることを願うところであります。また、条例の改正、令和３年度補正予算

などの重要な議案も後ほど町から提案されます。議員各位には、住民の負託を受けた議会議員として

あらゆる角度から慎重なる審議を行い、適正にして妥当な審議結果が得られますよう願うものであり

ます。 

 さらに、今定例会には、５名の議員から一般質問の通告がなされておりますが、活発な議論が行わ

れるものと期待するところであります。議員並びに町長をはじめ、執行各位には体調には十分留意さ

れ、今定例会に臨んでいただくようお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

                      ◇                   

〇開会・開議 

   午前９時開会・開議 

◇議長（三友美惠子君） ただいまの出席議員は１３名であります。定足数に達しておりますので、

これより令和３年玉村町議会第３回定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はあらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第１ 諸般の報告 

◇議長（三友美惠子君） 日程第１、諸般の報告を申し上げます。 

 初めに、監査委員から、地方自治法第１９９条第９項の規定による随時監査の結果、同法第２３５条

の２第３項の規定による例月出納検査の結果が報告されております。６月から８月までの監査、検査

の報告は、お手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第２ 会議録署名議員の指名 

◇議長（三友美惠子君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、玉村町議会会議規則第１２７条の規定により、１１番宇津木治宣議員、１２番

備前島久仁子議員の両名を指名いたします。 

                      ◇                   
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〇日程第３ 会期の決定 

◇議長（三友美惠子君） 日程第３、会期の決定について。 

 本定例会の会期については、去る８月２５日に議会運営委員会を開催し、審査を行っておりますの

で、議会運営委員長の報告を求めます。 

 髙橋茂樹議会運営委員長。 

              〔議会運営委員長 髙橋茂樹君登壇〕 

◇議会運営委員長（髙橋茂樹君） おはようございます。それでは、報告申し上げます。 

 令和３年玉村町議会第３回定例会が開催されるに当たり、去る８月２５日午前９時より、役場４階

会議室において議会運営委員会を開催し、議事日程を作成いたしましたので、ご報告申し上げます。 

 詳細につきましては、お手元に配付してあるとおりでございます。 

 会期は、本日から９月１４日までの１４日間といたします。 

 今定例会に町長から提案される議案は、令和２年度決算に関する報告５件及び認定７件並びに条例

の一部改正や令和３年度補正予算に関する議案等１３件の計２５議案を予定しています。 

 概要につきましては、日程１日目の本日は、まず各委員長より閉会中における所管事務調査報告を

行います。 

 次に、陳情の付託を行います。 

 続いて、町長より報告第２号から報告第４号までの３件について一括報告があります。 

 次に、認定第１号から認定第７号までの７議案について一括提案説明があり、監査委員の審査意見

報告の後、総括質疑を行います。決算特別委員会を設置し、審査の付託を行います。 

 次に、報告第５号及び報告第６号の２件について、一括報告及び監査委員の審査意見報告がありま

す。 

 次に、議案第４５号及び議案第４６号について一括提案説明があり、それぞれ質疑、討論、表決を

行います。 

 次に、議案第４７号及び議案第４８号についてそれぞれ提案説明があり、質疑、討論、表決を行い

ます。 

 次に、議案第４９号から議案第５４号までの６議案について一括提案説明があり、それぞれ質疑、

討論、表決を行います。 

 次に、議案第５５号について提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。 

 次に、同意第３号について提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。 

 最後に、意見第２号について提案説明があり、質疑、討論、表決を行います。 

 日程２日目は、本会議を午前９時に開議、一般質問を行います。質問者は５人です。本会議終了後、

決算特別委員会を開催し、正副委員長の選出を行います。 

 日程３日目は、休会とします。 
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 日程４日目と５日目は、土曜日、日曜日のため休会とします。 

 日程６日目は、総務経済常任委員会を開催します。 

 日程７日目は、民生文教常任委員会を開催します。 

 日程８日目は、休会とします。 

 日程９日目及び日程１０日目は、決算特別委員会を開催します。 

 日程１１日目と１２日目は、土曜日、日曜日のため休会とします。 

 日程１３日目は、事務整理のため休会とします。 

 日程１４日目は、最終日となります。午前１１時より議会運営委員会を開催し、午後１時３０分よ

り全員協議会を開催します。 

 その後、本議会を午後２時３０分に開議し、委員会に付託された陳情について委員長の審査報告が

あり、質疑、討論、表決を行います。 

 次に、決算特別委員会に付託された認定第１号から認定第７号までの７議案の審査結果について委

員長の報告があり、それぞれ質疑、討論、表決を行います。 

 続いて、各委員長から開会中の所管事務調査報告及び閉会中の所管事務調査の申出を行い、閉会を

予定しております。 

 以上申し上げましたとおり、効率的かつ円滑な議会運営ができますよう各位のご協力をお願い申し

上げまして、報告といたします。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で議会運営委員長の報告を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 令和３年玉村町議会第３回定例会の会期は、ただいま議会運営委員長から報告のありましたとおり、

本日から９月１４日までの１４日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、今定例会の会期は本日から９月１４日までの１４日間とすることに決定いたしました。 

                      ◇                   

〇日程第４ 閉会中における所管事務調査報告 

◇議長（三友美惠子君） 日程第４、閉会中における所管事務調査報告を行います。 

 初めに、総務経済常任委員会の調査研究について委員長の報告を求めます。 

 月田均総務経済常任委員長。 

              〔総務経済常任委員長 月田 均君登壇〕 

◇総務経済常任委員長（月田 均君） おはようございます。総務経済常任委員会所管事務調査報告。 

 本委員会の所管事務調査の結果を下記のとおり、会議規則第７７条の規定により報告します。 

 日時、令和３年８月５日木曜日、午前９時から９時４８分。 
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 場所、全員協議会室。 

 本委員会は、８月５日、委員全員参加の下、所管する都市建設課の当面の課題について調査しまし

たので、報告いたします。 

 調査項目、文化センター周辺まちづくり事業の現状と今後について。 

 調査経過、都市建設課からの説明。概要が１ページから２ページに書いてありますので、読み上げ

ます。玉村町は、周辺都市、前橋市、高崎市、伊勢崎市、藤岡市に囲まれた場所であり、周辺都市の

ベッドタウンとしての人口が増加したが、平成１７年をピークにその後人口が減少している。また、

人口減少の要因を突き止めるべく、転出者についてアンケート調査を実施し、転出する要因について、

玉村町に家を建てて住みたいが、家を建てる土地がないことが大きな要因の一つであることから、定

住人口促進事業として、文化センター周辺地区を整備した。 

 この玉村町文化センター周辺地区については、玉村町の中央に位置し、東毛広域幹線道路の整備に

より交通利便性に恵まれた地域になっている。これら立地条件を生かし、土地区画整理事業により全

２３６区画の新規住宅地を造成し、そのうち３０区画については玉村町不動産業者協同組合を仲介し

て販売し、残り２０６区画については販売事業者のトヨタウッドユーホームが販売する。 

 区画整理区域内及び隣接した既存住宅地街において、平成２７年から令和元年度にかけて、都市再

生整備計画事業を活用し、一体的に良好で高質な住環境を創出するための整備を行った。主に区画整

理地区内の歩道、歩行者専用道路のインターロッキングブロック舗装や交通広場の整備、既存住宅街

内の車道部の石畳舗装を実施した。インターロッキングブロック舗装は、新規住宅地の分譲と合わせ、

景観にも配慮し、歩きたくなる空間を創出し、配色についても町の花であるバラをイメージした配色

となっている。また、文化交流の拠点でもある文化センターへと導く導線の役割を果たしている。 

 次ページ以降、南福島自治会の発足、文化センター周辺まちづくりの事業の経過、事業費、整備方

針、概要図を載せましたので、御覧ください。 

 続いて、考察です。最終ページを御覧ください。考察。今回文化センター周辺まちづくり事業の現

状と今後について都市建設課から説明を受けた。この事業は、町の定住人口促進事業として開始され

たもので、平成２７年度から造成工事が開始され、土地区画整理事業により２３６区画の新規住宅を

造成するもので、現在全２３６区画の約６０％の区画が販売され、住民比率は町内移住４０％、転入

移住６０％となっている。この土地区画整理事業は、令和３年９月１７日に換地処分公告をし、事業

完了となる。この新しい住宅は、安心、安全できれいな町並みを形成しており、快適な住環境を考慮

したもので、販売も計画に沿って進んでいる。今後住宅の販売促進、さらなる定住人口の増加に努め

てほしい。 

 また、令和３年度より南福島自治会が発足し、行政運営を行っている。新しい自治組織が町の活性

化に寄与することも期待したい。 

 ところで、文化センター周辺土地区画整理事業における税収効果については、文化センター周辺土
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地区画整理事業収支計算書によると、事業費の収入と収支の差６億３，９４０万円の赤字である。し

かし、今後人が移り住むことによる住民税、固定資産税及び都市計画税の増加を考慮すると今後町の

財政に貢献するものと思われる。さらなるまちづくりの発展を期待したい。 

 以上、所管事務調査報告といたします。終わります。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で、総務経済常任委員長の報告を終了いたします。 

 次に、民生文教常任委員会の調査研究について委員長の報告を求めます。 

 原利幸民生文教常任委員長。 

              〔民生文教常任委員長 原 利幸君登壇〕 

◇民生文教常任委員長（原 利幸君） それでは、民生文教常任委員会所管事務調査報告を行います。 

 本委員会の所管事務調査の結果を下記のとおり、会議規則第７７条の規定により報告します。 

 日時、令和３年８月４日水曜、午後１時３０分から午後２時３７分。 

 場所、全員協議会室。 

 本委員会は、８月４日、委員全員参加の下、所管する健康福祉課の当面の課題について調査しまし

たので、報告いたします。 

 調査項目、感染症対策の現状と今後について、健康福祉課。 

 調査経過です。健康福祉課からの説明。 

 感染症対策の現状と今後について。最初に、新型コロナウイルスの感染症発生から現在の流れとい

うところで、四角で囲ってありますが、体制・組織づくり、それから広報・周知、次に県の対応、備

蓄の内容、配布した実績、ワクチン関係と、それぞれの項目ごとに時系列で今までやってきたことが

説明してありますので、後でご確認ください。 

 感染症対策の現状と課題について。ワクチンの接種により、個人の発症や重症化を防ぐことで受診

患者数を減少させ、入院患者数や重症者数を抑え、医療体制が対応可能な範囲内に収めるよう努める

ことは、新型コロナウイルス感染症による健康被害や社会、経済活動への影響を最小限にとどめるこ

とにつながる。感染症が確認された当初は、ワクチン接種が開始されるまでは国からの情報を基に感

染症関係の情報を周知し、新型コロナウイルス感染症にかからないように注意喚起を行った。ワクチ

ンが供給されてからは、ワクチン管理をしつつ、接種体制の拡大、充実を図った。 

 また、町としてはワクチンの安定供給が現在の課題であり、供給量に応じた接種機会の提供などの

対応をしている状況である。ワクチン接種の接種状況においては、高齢者は２回目接種が７割以上に

も達しているが、若年層の接種を進める中で接種率を今後どの程度見込めるのかが不明であり、課題

の１つである。国としては、自治体を通して希望する国民へのワクチンの安定供給、接種機会を図る

とともに、国内のワクチン開発支援、現在の治療薬以外の開発支援が最優先課題と言われる。 

 今後の対応・対策として、現在新型コロナウイルス感染症の感染力の非常に強いインド由来の変異

株、デルタ株による感染が若年層を中心に、全国に急速拡大している。県内でも同様に７月中旬より
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感染拡大が続いており、陽性者の感染経路は不明及び家庭内、職場内での感染の割合が非常に多くな

っている。 

 感染拡大を食い止める方法としては、ワクチン接種のほかにマスクの着用、手洗い、少人数、短時

間での集まり、換気などの徹底とともに、感染防止対策が重要とされている。今後未知の感染症が流

行したとしても、今まで同様に海外や国の動向を見ながら県との調整をし、また発生状況を踏まえて

地域の医療提供や感染対策について柔軟に対応する必要があることから、県内の発生段階の移行は必

要に応じて国と協議の上で県が判断し、それに伴った町の対応、対策を講じる必要がある。 

 感染症対策の基本的な備えは、必要物品の備蓄とアンテナを高くした情報発信、情報共有を行うこ

とである。また、今回の新型コロナウイルス感染症のような新型感染症の感染拡大防止のためには、

日頃から感染対策が重要であるとともに、現在ではワクチン接種を推進することが感染拡大の防止、

重症化の予防、医療機関の医療体制逼迫の回避にもつながると思われるので、引き続きワクチン接種

の普及啓発に努めていきたいということでした。 

 考察です。役場内の体制、組織づくり、住民に対する広報、周知、県との連携や情報共有、必要な

物品とその配布、ワクチン接種の体制づくりなど、時系列で具体的な説明を受けた。 

 状況の変化に合わせ前例のない対応を続けていくためには、多くの困難があったであろうと想像で

きる。現状大きな破綻もそごもなく、新型コロナウイルス感染症に対応できていると考える。今後も

関係各所、対策係に期待したい。ただし、新型コロナウイルス感染症はさらに感染拡大を続けている。

どこにピークがあるのか見当もつかない状況である。さらに気を引き締め、対策に当たることを望ん

でおります。 

 以上、所管事務調査報告とします。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で民生文教常任委員長の報告を終了いたします。 

 これをもちまして、閉会中における委員会の所管事務調査報告を終了いたします。 

                      ◇                   

〇日程第５ 陳情の付託 

◇議長（三友美惠子君） 日程第５、陳情の付託について議題といたします。 

 ただいま議題となっております陳情については、お手元に配付してあります文書表のとおり関係常

任委員会に付託し、今定例会開会中の審査といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認め、そのように決定しました。 

                                         

  令和３年９月１日 

   玉村町議会第３回定例会 

陳  情  等  文  書  表 
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                      ◇                   

〇日程第６ 報告第２号 令和２年度玉村町土地開発公社決算報告について 

〇日程第７ 報告第３号 令和２年度公益財団法人玉村町文化振興財団決算報告につい 

            て 

〇日程第８ 報告第４号 令和２年度公益財団法人玉村町農業公社決算報告について 

◇議長（三友美惠子君） 日程第６、報告第２号 令和２年度玉村町土地開発公社決算報告について

から日程第８、報告第４号 令和２年度公益財団法人玉村町農業公社決算報告についての決算報告が

提出されました。 

 これより公社及び財団に関する３件の決算報告を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） おはようございます。令和３年玉村町議会第３回定例会の開会に当たりまし

て、ご挨拶を申し上げます。 

 今年の夏は、１年延期された東京２０２０オリンピック・パラリンピックが開催されていますが、

新型コロナウイルス変異株による感染が全国で急拡大し、東京などの緊急事態宣言が続く中、群馬県

においても８月２０日から緊急事態宣言が発令されました。県内では、５日連続で３００人を超える

感染者が確認されるなど、若い世代の感染と感染経路不明者が急増しており、大変憂慮をしておりま

す。 

 本町におきましても、昨年に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ふるさとまつりや

花火大会といった夏の恒例行事につきまして中止が相次ぎ、不要不急の外出も自粛する２年目の夏と

なりました。町民の皆様には、改めて感染防止対策の徹底をお願いするとともに、効果が明らかなワ

クチン接種を積極的にお願いしたいと思います。 

 さて、本日、令和３年玉村町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、ご参会いただき、本定

例会が成立いたしましたことを厚く御礼申し上げます。本定例会は、本日から９月１４日までの１４日

間、２５の案件につきまして提案させていただき、ご審議をお願い申し上げるものでございます。誠

心誠意議論を尽くしてまいりたいと存じますので、貴重なご意見、ご提言を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 
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 各案件の内容につきましては、後ほど説明させていただきますが、慎重にご審議いただき、ご議決

を賜りますようお願い申し上げます。また、令和２年度決算認定につきましても、会計別に執行いた

しましたので、それぞれご認定賜りますようお願い申し上げます。 

 それでは、報告に入らせていただきます。説明申し上げます。玉村町土地開発公社理事長より令和

３年５月３１日付で、令和２年度玉村町土地開発公社決算書が提出されましたので、地方自治法第

２４３条の３第２項の規定に基づき報告いたします。 

 土地開発公社の業務につきましては、公有地の拡大の推進に関する法律に基づく公有地取得事業及

び土地造成事業に伴うものでございます。令和２年度の主な業務は、分譲済みの東部工業団地西地区

において企業立地のための支援を行いました。 

 令和２年度決算は、収益的収支におきましては、受取利息等による収入７万２，９３０円、一般管

理費による支出１７万３，０９０円となり、差引き１０万１６０円の損失を計上いたしました。これ

により、繰越準備金は９，２６４万７，８００円となっております。 

 また、資本的収支はありませんでした。 

 事業の実績につきましては、別紙事業報告書及び付属明細表のとおりでございます。 

 次に、報告第３号 令和２年度公益財団法人玉村町文化振興財団決算報告についてご説明申し上げ

ます。公益財団法人玉村町文化振興財団理事長より令和３年５月１４日付で報告書が提出されました

ので、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき報告いたします。 

 決算の概要につきましては、収入合計が５，５２６万１，７２１円であり、町への補助金返還分を

含む支出合計額も同額でありました。 

 また、補助金について、令和２年度補助事業等実績の報告時に精算を行った結果、補助金確定額を

４，６５１万８，８８０円とし、既に交付した５，３００万円から財団の繰越金相当額である６４８万

１，１２０円の返還を受けました。 

 令和２年度も町の芸術及び文化の振興と発展に寄与することを目的に各種事業が行われ、当初は

２２事業を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による文化センターの閉館措

置等の影響により、自主鑑賞事業５事業、共催鑑賞事業１事業、助成事業１事業、町民参加事業１事

業、地域協働事業３事業、５種、合計１１事業となりました。 

 なお、事業の実績につきましては、別紙事業報告書及び収支決算書のとおりであります。 

 次に、報告第４号 令和２年度公益財団法人玉村町農業公社決算報告についてご説明申し上げます。

公益財団法人玉村町農業公社理事長より報告書が提出されましたので、地方自治法第２４３条の３第

２項の規定に基づき報告いたします。 

 決算の概要につきましては、収入合計が６，０８２万５，９０４円、支出合計が６，２２５万

５，３９７円であり、収支差額は１４２万９，４９３円の単年度赤字でございます。これは、農業機

械銀行事業における機械の減価償却費等によるものです。 
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 公社事業につきましては、群馬県農業公社から農地中間管理事業の窓口業務を受託して、引き続き

担い手への農地集積を進めることができました。また、農業機械銀行事業では、作業受託、農業機械

の貸出しにより、引き続き農業者のコスト削減の一翼を担うことができました。そして、ＷＣＳ（ホ

ールクロップサイレージ）事業におきましては、作付面積は昨年より若干減ったものの、県内各地の

畜産農家に販売し、農家所得の向上に寄与することができました。 

 そのほか事業の詳細につきましては、別紙事業報告書のとおりでございます。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で日程第６、報告第２号から日程第８、報告第４号までの公社及び財

団に関する３件の決算報告を終了いたします。 

                      ◇                   

〇日程第 ９ 認定第１号 令和２年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定について 

〇日程第１０ 認定第２号 令和２年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 

             について 

〇日程第１１ 認定第３号 令和２年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認 

             定について 

〇日程第１２ 認定第４号 令和２年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

〇日程第１３ 認定第５号 令和２年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出 

             決算認定について 

〇日程第１４ 認定第６号 令和２年度玉村町水道事業会計決算認定について 

〇日程第１５ 認定第７号 令和２年度玉村町下水道事業会計決算認定について 

◇議長（三友美惠子君） 次に、日程第９、認定第１号 令和２年度玉村町一般会計歳入歳出決算認

定についてから日程第１５、認定第７号 令和２年度玉村町下水道事業会計決算認定についてまでの

７議案を一括議題といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第９、認定第１号から日程第１５、認定第７号までの７議案を一括議題とすることに

決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 認定第１号 令和２年度玉村町一般会計歳入歳出決算について、地方自治法

第２３３条第３項の規定によりご説明申し上げます。 

 まず、決算の概要でございますが、歳入総額１５９億８４７万２，０９５円に対し、歳出総額は
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１５０億５９０万８，４０８円となり、歳入から歳出を引いた形式収支は９億２５６万３，６８７円

の黒字となりました。このうち、翌年度へ繰り越すべき財源が７，０７２万５，４５８円ありました

ので、実質収支は８億３，１８３万８，２２９円の黒字となり、さらにここから４億２，０００万円

を財政調整基金へ積立てしましたので、残り４億１，１８３万８，２２９円につきましては翌年度へ

繰り越すこととさせていただきました。 

 令和２年度決算の大きな特徴といたしましては、新型コロナウイルス感染症が蔓延する未曽有の状

況の中、国の国民１人当たり１０万円の特別定額給付金をはじめ、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を活用した様々な町独自の施策の実施により、歳入歳出ともに過去最大となる決算

規模となりました。 

 歳入では、その根幹をなす町税収入がコロナ禍で影響を受けた法人町民税を除く全ての税目で増収

となり、町税全体で１．６％増となるほか、地方交付税が１０．８％増、地方消費税交付金が２２．９％

増になるなど、各種交付金全体でも９．５％増となりました。 

 分担金及び負担金は、幼児教育・保育無償化制度の影響等により、３４．９％減、使用料及び手数

料は幼児教育・保育無償化制度のほか、コロナ禍での休館に伴う公共施設の使用料の減少等により、

１３．５％減となりました。 

 国、県支出金では、国の特別定額給付金をはじめ、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金等により、２２３．９％の増と、大幅な増加となりました。 

 財産収入では、文化センター周辺地区土地区画整理事業の土地売払収入の減少となり、７１．３％

減となりました。 

 また、寄附金ではふるさと納税の増加により、２２．２％増になるとともに、町債ではコロナ禍に

伴う減収を補填するため、新たに減収補填債を借り入れたことなどにより、４．６％増となりました。 

 繰入金では、文化センター周辺土地区画整理事業に係る宅地造成事業特別会計終了に伴う土地売払

収入の減少により、２７．５％減となりましたが、財政調整基金から３億５，０００万円を繰入れ、

歳入総額では３６．７％の増となりました。 

 次に、歳出では、目的別に見ると、議会費、土木費、消防費、公債費が減少し、総務費、民生費、

衛生費、農林水産業費、商工労働費、教育費が増加しました。また、性質別では、物件費、公債費、

積立金、繰出金、投資的経費が減少し、人件費、維持補修費、扶助費、補助費等が増加しました。 

 歳出総額では、文化センター周辺土地区画整理事業の事業費の減少や水防センター建設終了などの

減少要因はあったものの、コロナ禍に伴う国民１人当たり１０万円の特別定額給付金をはじめ、子育

て世代や小規模事業者等を中心とした支援、児童生徒１人当たり１台のタブレット端末整備、プレミ

アム付商品券発行や住宅等リフォーム支援などの緊急経済対策のほか、新規民間保育所の誘致やクリ

ーンセンター長寿命化などにより、前年度に比べ３６．５％の増となりました。 

 なお、地方債現在高につきましては、前年度末から２億２，７２６万４，０００円減少し、令和２年
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度末では９４億１，５８７万４，０００円となりました。 

 一方、財政調整基金現在高につきましては、令和元年度の決算剰余金３億３，０００万円と令和２年

度中に発生した利子９万５，０００円を積み立て、令和２年度の財源不足を補うため、３億５，０００万

円の取崩しを行った結果、前年度末から１，９９０万５，０００円減少し、令和２年度末では１６億

８，２９６万６，０００円となりました。 

 また、財政力指数につきましては、前年度と同様の０．７７となりましたが、財政構造の弾力性を

示す経常収支比率は９０．９％となって、前年度に比べ３．９ポイント改善するとともに、公債費負

担比率につきましても０．６ポイント改善し、９．８％になるなど、これら財政指標においては改善

傾向が継続し、財政健全化に向けた取組効果が得られる結果となりました。 

 以上、本町では、今後においても財政健全化の取組を堅持しながら、新型コロナウイルス感染症と

いう直面する喫緊の課題への対応とコロナ収束後の新しい未来を見据えた魅力あるまちづくりを推し

進めるとともに、引き続き町民生活や地域経済回復のため後押しを最優先に、いかなる状況下にあっ

ても行政サービスの低下を招くことのない健全で持続可能な財政運営に努めていきたいと考えており

ます。 

 次に、認定第２号 令和２年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し

上げます。決算の概要につきましては、歳入決算額３６億２，４４８万５，０００円に対し、歳出決

算額は３４億８，２６９万８７５円となりました。これにより、実質収支額が１億４，１７９万

４，１２５円となり、翌年度へ繰越しいたしました。 

 なお、令和元年度の繰越金が１億４，６８６万２，６８２円であったため、実質収支額から前年度

繰越金を差し引いた収支額は５０６万８，５５７円の赤字となりました。 

 歳入の主なものですが、国民健康保険税は８億１１万７，３７４円で、加入者が減少したことなど

により、前年よりも１，６５０万円程度減収となりました。 

 現年分の収納率は９６．６％で、前年度よりも０．５７％下降し、全体収納率は９１．１５％で、

前年よりも０．４１％上昇しました。 

 国支出金につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、所得が減少した世帯に対

し、税の減免を実施したことによる減収分に対する補助金として３５７万１，０００円、県支出金は

医療費に係る補助金として、普通交付金が２３億２，０３６万９，１３８円でありました。また、特

定健診やジェネリック医薬品の普及推進、エイズ予防など町の取組に対する補助金として特別交付金

が８，２４２万１，０００円でございました。 

 一般会計からの繰入金については、保険基盤安定、事務費、出産育児一時金など２億３，０３０万

５，７９５円が繰り入れられています。 

 次に、歳出ですが、保険給付費の支払いが一般被保険者分、退職被保険者分を合わせて２３億

５，０８７万２，８６０円でございます。 
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 広域化に伴い、県へ納付する国民健康保険事業費納付金につきましては、医療給付金分、後期高齢

者支援金等分、介護納付金分を合わせ、１０億６，３３１万５，０７７円でございます。 

 保健事業では、被保険者の健康の保持増進のため、生活習慣病などの予防を主眼に、特定健診や人

間ドックなどを実施し、３，２１４万９３３円の支出を行いました。新型コロナウイルス感染症の感

染拡大に伴う集団検診の日程を大幅に変更したことや、人間ドックを含め、健診自体を見合わせた方

が多く見られたこともあり、特定健診の受診率は４０％程度にとどまることが見込まれます。特定健

診に関しましては、慢性疾患の早期発見や重症化予防などの観点から、非常に重要なものと認識して

おりますので、制度の周知徹底や未受診者への受診勧奨を図り、被保険者の健康維持、意識の向上に

向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

 今後も、歳入の確保と医療費の適正化をより一層推進し、安定的な国保の健全運営を図りたいと考

えております。 

 次に、認定第３号 令和２年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申

し上げます。決算の概要につきましては、歳入決算額３億３，４７２万５，６６４円に対し、歳出決

算額は３億３，２９７万７，７９６円となりました。 

 まず、歳入の主なものとして、後期高齢者医療保険料は２億５，２９５万５，０１８円で、収納率

は９９．７％であります。一般会計からは、特別会計事務費及び保険基盤安定拠出金として６，７４２万

５８５円を繰り入れました。 

 次に、歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金として保険料納付金２億５，２７７万

２，２１８円と、保険基盤安定拠出金６，２５４万９，５８５円であります。 

 実質収支差額については１７４万７，８６８円で、翌年度へ繰り越しました。 

 今後も、後期高齢者医療制度についてご理解いただけるよう、きめ細やかな対応を行い、円滑な制

度運営を図ってまいります。 

 次に、認定第４号 令和２年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げ

ます。決算の概要につきましては、歳入決算額２８億２，３４８万２，７７３円に対し、歳出決算額

は２５億８，３７０万２５６円となりました。実質収支額は２億３，９７８万２，５１７円となり、

同額を翌年度へ繰り越しました。 

 歳入の主なものですが、第１号被保険者の介護保険料収入が７億６，４４６万９４０円であり、被

保険者の増加等に伴い、約１，０００万円の増収となりました。滞納繰越分を含めた収納率は、

９９．５％でございます。 

 なお、第１号被保険者のうち低所得者の方に対しては、消費税による公費を投入した介護保険料と

さらなる軽減措置が取られ、その介護保険料の減収分は国、県、町で負担いたしました。 

 また、国支出金については、公的保険制度における介護予防の位置づけを高めるため、その使途を、

使い道ですね、介護予防・重度化防止に係る取組に限定した介護保険保険者努力支援交付金が新たに
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創設され、３８０万６，０００円が交付されました。これにより、地域支援事業費の介護保険料負担

が軽減されました。 

 次に、歳出の主なものですが、最も多くを占めているのが保険給付費の２２億５，３２２万

７，６２２円であり、前年度より約７，５００万円増となりました。 

 また、地域支援事業費については、１億２，８１４万９，６６３円となっております。 

 介護保険基金についてですが、令和元年度の実質収支額の２億３，９７８万２，５１７円のうち、

１億５，０００万円を積み立てました。 

 今後も、介護予防・重度化防止施策の推進、適正な介護給付、保険料収納の強化等に取り組み、安

定的な制度の維持、運営に努めてまいります。 

 次に、認定第５号 令和２年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定についてご

説明申し上げます。決算の概要につきましては、歳入歳出決算額ともに３４１万５７６円となりまし

た。 

 本事業は、介護保険の要介護認定の結果、要支援１、要支援２と認定された方に対して、地域包括

支援センターの保健師等がケアプランを作成するという平成１８年度から始まった事業であり、令和

２年度で１５年が経過したところであります。今後も、高齢化が進行するのに伴い、要支援１、要支

援２といった要支援者の認定の増加も予想されることから、介護予防を重視した適正なケアプランの

作成に努めてまいりたいと考えております。 

 また、平成２７年度の途中から総合事業へ移行したことに伴い、総合事業の対象者への介護予防ケ

アマネジメントの作成についても、同様に努めてまいります。 

 次に、認定第６号 令和２年度玉村町水道事業会計決算認定についてご説明申し上げます。まず、

収益的収入及び支出でございます。収入総額は５億８，９０３万１，７４２円で、内訳は給水収益等

の営業収益が５億６，１２１万５，１２０円、営業外収益が２，７８１万６，６２２円でございます。 

 一方、支出総額は４億９，０９１万６，４９０円で、内訳は営業費用が４億５，８２２万２，３１７円、

企業債利子などの営業外費用が３，２３４万５，６４３円、過年度損益修正損及び過年度還付金等の

特別損失が３４万８，５３０円でございます。 

 次に、資本的収入及び支出でございます。収入総額は２億３，２２２万５，８５２円で、内訳は企

業債が２億２，５００万円、前橋市との連絡管整備事業に係る一般会計からの他会計補助金が２０９万

円、負担金が５４万２，８５２円、国の水道管路緊急改善事業に係る補助金が４５９万３，０００円

でございます。 

 一方、支出総額は４億１，６７９万４，３２５円で、内訳は建設改良費が２億７，５４６万７，８００円、

水道メーター等の固定資産購入費が２３２万７５０円、企業債償還金が１億３，９００万５，７７５円

でございます。 

 なお、資本的収入において不足した１億８，４５６万８，４７３円につきましては、当年度分損益
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勘定留保資金１億１，４５７万７，９８９円及び、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

２，００７万４，３７４円並びに減債積立金２，４４２万７，７８６円、建設改良積立金２，５４８万

８，３２４円で補填いたしました。 

 引き続き、安心、安全な水を供給できるよう維持管理に努めるとともに、経費削減等により効率的

な事業経営を図ってまいります。 

 認定第７号 令和２年度玉村町下水道事業会計決算認定についてご説明申し上げます。まず、収益

的収入及び支出でございます。収入総額は７億９，４５３万３，９１９円で、内訳は下水道使用料等

の営業収益が３億２，３７２万３，３７０円、一般会計繰入金等の営業外収益が４億６，５５１万９８円、

令和元年度決算に伴う消費税還付金の特別利益が５３０万４５１円でございます。 

 一方、支出総額は７億１，４１６万３，９８４円で、内訳は営業費用が６億１０万７３９円、企業

債利子などの営業外費用が１億１，３５６万８，１５５円、特別損失が４９万５，０９０円でござい

ます。 

 次に、資本的収入及び支出でございます。収入総額は８億５７７万９，０５１円で、内訳は企業債

が５億３，５４０万円、他会計補助金が６，１７５万６，０００円、国及び県からの補助金が１億

７，９００万円、下水道事業受益者負担金等の負担金が２，９６２万３，０５１円でございます。 

 一方、支出総額は１０億６，３６８万７，３９４円で、内訳は管渠築造工事費等の建設改良費が５億

９，１３９万９，９６６円、固定資産購入費が８１７万３，８００円、企業債償還金が４億６，４１１万

３，６２８円でございます。 

 なお、資本的収入において不足した２億５，７９０万８，３４３円につきましては、引継金

１，１９１万１，７３２円、引継未収金２，５６４万２，４７５円、当年度分消費税資本的収支調整

額７８８万６，３６８円及び当年度分損益勘定留保資金２億１，２４６万７，７６８円で補填いたし

ました。 

 今後も、計画的に整備を進め、収入の確保に努めるとともに、効率的な事業運営を図ってまいりま

す。 

 以上が、令和２年度の一般会計をはじめとする各特別会計の歳入歳出決算の概要でございますが、

去る７月１３日から７月３０日までの間、監査委員さんに審査をしていただき、その審査意見書が提

出されておりますので、監査委員さんの意見書を付して、議会の認定を賜りたくご提案申し上げる次

第でございます。 

 なお、その経過と決算の詳しい内容につきましては、決算書並びに決算における主要事業と成果等

の説明書を提出させていただきますので、御覧いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

◇議長（三友美惠子君） 提案説明を終了いたします。 

 認定第１号 令和２年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてから認定第７号 令和２年度玉

村町下水道事業会計決算認定については監査委員の審査意見が付されております。 
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 監査委員の審査意見の朗読を求めます。 

 総務課長。 

              〔総務課長 萩原保宏君登壇〕 

◇総務課長（萩原保宏君） それでは、令和２年度玉村町一般会計・特別会計・公営企業会計歳入歳

出決算及び基金運用状況についての監査委員の審査意見書について朗読させていただきます。 

 ２ページをお開きください。第１、審査の対象、第２、審査の期間、第３、審査の方法、こちらは

記載のとおりです。割愛をさせていただきます。 

 ３ページをお開きください。中頃、第４、審査の結果です。こちら３ページから８ページ中段まで

記載のとおりですので、割愛をさせていただきます。 

 １８ページ下段を御覧ください。第５、審査の意見です。１、総括意見、一般会計及び各特別会計

の歳入歳出決算及び財産の取得、管理、処分並びに基金の運用状況については、決算その他関係諸表

等の計数の正確性を検証した結果、その計数は正確であり、予算の執行または事業の経営はおおむね

適正かつ効率的に行われていると認められた。 

 なお、提出された各審査調書に関する審査の結果及び意見は以下のとおりである。 

 （１）、主要事業と成果等。令和２年度決算における主要事業と成果等については、提出された説

明資料に基づき、各課担当者より説明を求めた結果、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、

中止を余儀なくされた事業もあったが、実施された主要事業はおおむね適切に実施されており、一定

の成果を上げていると認められた。 

 今後とも最少の経費で最大の成果が得られるよう、合理的かつ効果的な事業運営に取り組まれたい。 

 １９ページをお願いいたします。（２）、前年度指摘事項の措置状況。令和２年度に実施した定期

監査、随時監査、例月出納検査、財政援助団体等監査、決算審査の際の意見や指摘事項に対し必要な

措置が講じられたかどうかについて、提出された令和２年度措置状況調書により確認した結果、おお

むね適切な措置が講じられているものと認められた。 

 （３）、委託業務及び工事施工状況、負担金の根拠、財産の管理。契約金額が５０万円以上の委託

業務や契約金額が１３０万円以上の工事の施工状況、各種負担金の根拠、財産（土地・建物）の取得、

処分や貸付け、借入れの状況等については、提出された令和２年度玉村町歳入歳出決算審査調書に基

づき確認した結果、委託業務や工事の契約内容、施工時期及び財産の管理等の状況はおおむね適切で

あると認められた。 

 法令外負担金についても、おおむね適正な支出であると認められた。今後も負担金額の算出根拠や

支出先の団体の活動を把握し、例年どおりの支出ではなく、その必要性を検討されたい。 

 （４）、補助金及び交付金。各種団体の補助金等による事業の実施状況については、提出された令

和２年度決算補助金等実績報告書に基づき確認を行った。 

 各種団体の事業実施状況はおおむね良好であり、補助金の必要性、有効性、支出の時期及び額等は
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おおむね適切であると認められた。しかしながら、一部の補助金に関する事務処理については、留意

すべき事項も認められた。以下に記載する２つの事項については、改善を求めるものとする。 

 ①、社会福祉法人玉村町社会福祉協議会へ支出した社会福祉協議会補助金（決算額２，７５６万円）

は、主として事務局職員の人件費に対する補助であり、補助事業等実績報告書に記載された人件費の

内訳は、会長報酬、正職員４名の給与、諸手当、退職掛金、非常勤職員１名の賃金及び正職員、非常

勤職員の法定福利費で、その合計は２，６９０万４，０００円となっている。 

 本補助金について、支出の手続面においては適正に事務処理がされていた。しかしながら、健康福

祉課では本補助金の補助対象である社協職員の人件費に関して、給与体系等人件費積算の根拠を把握

しておらず、補助金額についての精査がされていなかった。今後は、町が社会福祉法人に対して補助

金を支出する際の根拠である社会福祉法第５８条や、手続等について必要な事項を定めた玉村町社会

福祉法人の助成に関する条例の規定に基づき、社会福祉協議会に対して必要な報告を徴し、または書

類の提出を求めるなどして、補助対象経費を適切に把握し、本補助金の適正な執行管理に努められた

い。 

 ②、老人クラブ（長寿会）活動助成事業の補助金は、各支部の会員の規模に応じて補助金額が算定

されている。しかしながら、健康福祉課では本補助金の交付に際して、交付金額算定の基礎となる会

員数の確認作業を行っていなかった。今後は、会員数について名簿等により確認を行い、本補助金の

交付事務の適正化を図られたい。 

 以上、町が支出する補助金は、その財源の多くが町民の貴重な税金で賄われていることを改めて認

識し、補助金の使途や収支の確認に留意することで、透明性の高い補助金交付事務に当たられたい。 

 なお、補助金の交付事務に関しては、昨年度の決算審査における監査委員からの意見を受け、令和

２年度に補助対象経費に関する具体的な取扱いが定められている。この取扱いについては、補助金交

付事務の適正化に資するものであるから、今後も繰り返し職員に対して周知し、徹底することとされ

たい。 

 （５）、歳入と歳出の確認。歳入については、提出された令和２年度玉村町歳入歳出決算書等に基

づき、予算現額、調定額、収入済額、収入未済額、不納欠損額等について確認した結果、おおむね適

切に処理されていると認められた。 

 また、不納欠損処分の状況等については、令和３年６月２８日に随時監査を実施し、不納欠損処分

に至るまでの徴収努力並びに事務処理について、おおむね適正に実施されていることを確認した。 

 歳出については、提出された令和２年度玉村町歳入歳出決算書等に基づき、予算現額、支出済額、

翌年度繰越額、不用額等について確認した結果、おおむね適切に執行されていると認められた。 

 しかしながら、学校教育課の歳出予算の執行において、業者からの指摘等により発覚した支出漏れ

が２件、また、誤った債権者に対して支出した支出先誤りが２件あった。これら４件については、全

て発覚した時点で令和２年度の出納が閉鎖されていたため、令和３年度の予算から過年度支出として
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支出されていた。 

 これまでも監査等の場において、事務処理の誤りが明らかになった際には、各課に対し再三にわた

って軽微な誤りも重大な事故につながりかねない危険な兆候であるとの認識を持ち、事務に臨むよう

伝えてきたところであるが、今回このような初歩的かつ重大な事務処理誤りが複数件生じたことは誠

に遺憾であり、関係する職員全員に対し猛省を促すものである。 

 特に、誤った債権者に対して支払いをした支払い先誤りが複数件あったということは、これが担当

者個人の問題にとどまるものではなく、決裁時における学校教育課の確認体制及び長からの支出命令

を審査する会計課の審査体制についても不備があったことを示しており、果たして組織の内部統制が

有効に機能しているのかといった疑念さえ生じさせる深刻な事態である。今後、このようなことが二

度と起こらないよう、学校教育課及び会計課においては、今回の件を受けてそれぞれ策定した再発防

止策に基づき、正確な事務処理を徹底することとされたい。 

 不用額については、主な要因は節内における累計残や予算時の見積額に対する入札等の差金による

ものであり、やむを得ないものと認められた。 

 ２、財政分析。実質収支比率１０．９％、財政力指数０．７７及び公債費負担比率９．８％につい

ては、おおむね例年どおりの値で推移した。経常収支比率９０．９％については、前年度９４．８％

を３．９ポイント下回り、４年連続で改善が見られた。依然高率ではあるものの、これまでの財政健

全化に向けた取組の効果が示される結果となった。今後も引き続き財政健全化を推進されるよう要望

する。 

 ３、一般会計です。前半部分については記載のとおりです。割愛させていただきます。 

 ２１ページをお開きください。中段を御覧ください。令和２年度一般会計決算については、おおむ

ね妥当であると認められる。町は、新型コロナウイルス感染症への対応に今まさに直面しているとこ

ろである。町民生活の安全、安心のため、この緊急的な課題に対して引き続き全力で対応するととも

に、今後の玉村町の発展と町民福祉の向上に向けた施策についても、積極的に取り組まれるよう期待

する。 

 ４、特別会計です。こちらもそれぞれ前半部分は記載のとおりです。割愛をさせていただきます。 

 （１）、国民健康保険特別会計。令和２年度国民健康保険特別会計決算については、おおむね妥当

であると認められる。国民健康保険事業は、社会保険への加入要件の緩和等により、保険加入者数は

減少しているものの、医療の高度化に伴い、１人当たりの医療費は増加傾向にある。今後も財政運営

の責任を担う群馬県とともに、効率的な国民健康保険事業の運営に取り組まれたい。 

 （２）、後期高齢者医療特別会計です。２２ページです。令和２年度後期高齢者医療特別会計決算

については、おおむね妥当であると認められる。後期高齢者医療保険の年間平均被保険者数は年々増

加しており、令和２年度は前年度に比べて１０９人、２．９％増加した。高齢化の進行により、今後

も医療費の増加が見込まれることから、適正な保険給付に努め、引き続き安定的な後期高齢者医療保
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険事業の運営に取り組まれたい。 

 （３）、介護保険特別会計。令和２年度介護保険特別会計決算については、おおむね妥当であると

認められる。高齢化社会が進むにつれて、要支援、要介護認定者の増加とそれに伴う介護サービスの

需要は、より一層高まることが予想される。引き続き、高齢者が可能な限り自宅や住み慣れた地域で

自立して生活できるよう、健全な介護保険事業の運営に努められたい。 

 （４）、介護予防サービス事業特別会計。令和２年度介護予防サービス事業特別会計決算について

は、おおむね妥当であると認められる。引き続き、適切な介護予防サービスの事業の運営に取り組ま

れたい。 

 ５、基金の運用状況等です。公有財産、物品、基金の管理及び運用状況については、財産に関する

調書及び公有財産台帳、基金残高表、預貯金残高証明書、出資証券、その他基金の運用状況等に関す

る資料に基づいて審査した結果、その運用状況を示す書類、計数等は正確であり、おおむね妥当であ

ると認められた。引き続き適切な管理、運用に取り組まれたい。 

 ２３ページをお開きください。令和２年度玉村町水道事業会計決算審査結果及び意見です。１、審

査対象から２４ページにかけての７、審査結果までは記載のとおりです。割愛させていただきます。 

 ８、審査意見です。令和２年度水道事業会計決算については、おおむね妥当であると認められる。

有収率については８９．３％で、前年度８７．６％に比べ１．７ポイント上昇した。収益の向上と水

の安定供給のため、引き続きさらなる有収率の向上に努められたい。 

 水道事業を取り巻く環境は、人口減少に伴い、料金収入の減少が見込まれる一方、施設の老朽化に

対応するための更新費用は増加が見込まれるなど、厳しさを増している。将来にわたって安定的に事

業を継続していけるよう、令和２年度に策定した玉村町水道事業経営戦略に基づく取組を着実に行い、

引き続き健全経営に努められたい。 

 ２５ページをお開きください。令和２年度玉村町下水道事業会計決算審査結果及び意見です。１、

審査対象から２６ページにかけての７、審査結果までは記載のとおりです。割愛させていただきます。 

 ８、審査意見です。本町の下水道事業は、令和２年度から地方公営企業法を適用し、経理方法に発

生主義、複式簿記を採用する公営企業会計に移行した。移行初年度である令和２年度下水道事業会計

決算については、おおむね妥当であると認められる。 

 町民の生活を支える重要なインフラである下水道事業について、今後公営企業としての企業性が十

分発揮され、より一層の整備促進と経営の効率化が図られることを期待する。 

 次の２７ページ以降については、各会計に関する付表になっております。 

 以上で、監査委員による審査意見書の朗読を終了させていただきます。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で、監査委員の審査意見の朗読を終了いたします。 

                                         

◇議長（三友美惠子君） 休憩いたします。１０時３０分まで休憩といたします。 
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   午前１０時１２分休憩 

                                         

   午前１０時３０分再開 

◇議長（三友美惠子君） 再開いたします。 

                                         

◇議長（三友美惠子君） 議員各位に申し上げます。 

 決算審査に先立っての総括質疑は、議会運営に関する基準（先例）の附則１の規定により、予算・

決算特別委員会に付託される議案の総括質疑は款・項の範囲で行うと定められております。したがい

まして、総括質疑は款項の範囲でお願いいたします。 

 それでは、これより令和２年度の各会計の歳入歳出決算認定に係る総括質疑を議案ごとに行います。 

 日程第９、認定第１号 令和２年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を行

います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

 ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） 令和２年度における新型コロナウイルス感染症対策に関する歳出の総額が幾

らかということと、コロナの影響で令和２年度に実施されなかった事業による金額はどのくらいあっ

たのか、その２点について伺います。 

◇議長（三友美惠子君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原保宏君発言〕 

◇総務課長（萩原保宏君） 新井議員の質問にお答えいたします。 

 令和２年度のコロナ対策経費というご質問ですけれども、定額給付金がまず一番大きな事業でござ

いまして、これが３６億４，１７７万２，０００円、このほかの事業としては５９事業ございまして、

全体の事業費が７億９，１４５万６，０００円でございました。 

 それと、コロナで中止した事業の金額ですけれども、研修会等の中止等を含めまして、３月補正で

減額をさせていただきました。金額に直しますと、７，２５０万円ということでございます。 

◇議長（三友美惠子君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和２年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終了いたします。 

 日程第１０、認定第２号 令和２年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係
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る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和２年度玉村町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終了

いたします。 

 日程第１１、認定第３号 令和２年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてに

係る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和２年度玉村町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終

了いたします。 

 日程第１２、認定第４号 令和２年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総

括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和２年度玉村町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質疑を終了いた

します。 

 日程第１３、認定第５号 令和２年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いてに係る総括質疑を行います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 
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 以上で、令和２年度玉村町介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定についてに係る総括質

疑を終了いたします。 

 日程第１４、認定第６号 令和２年度玉村町水道事業会計決算認定についてに係る総括質疑を行い

ます。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和２年度玉村町水道事業会計決算認定についてに係る総括質疑を終了いたします。 

 日程第１５、認定第７号 令和２年度玉村町下水道事業会計決算認定についてに係る総括質疑を行

います。 

 これより本案に対する総括質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 以上で、令和２年度玉村町下水道事業会計決算認定についてに関わる総括質疑を終了いたします。 

 これをもちまして、７会計に係る総括質疑を終了いたします。 

                      ◇                   

〇決算特別委員会の設置・選任の件 

◇議長（三友美惠子君） お諮りいたします。 

 日程第９、認定第１号 令和２年度玉村町一般会計歳入歳出決算認定についてから日程第１５、認

定第７号 令和２年度玉村町下水道事業会計決算認定についてまでの７議案につきましては、議会運

営に関する基準（先例）第４７条に基づき、議会選出の監査委員となっている議員を除く全議員で構

成する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することにしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第９、認定第１号から日程第１５、認定第７号までの７議案については、議会選出の

監査委員となっている議員を除く全議員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査

することに決定いたしました。 

 ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任につきましては、玉村町議会委員会条例第
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６条第４項の規定により、議会選出の監査委員となっている議員を除く全議員を指名したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議会選出の監査委員となっている議員を除く全議員を決算特別委員会委員に選任すること

と決しました。 

                      ◇                   

〇日程第１６ 報告第５号 令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 

〇日程第１７ 報告第６号 令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告について 

◇議長（三友美惠子君） 日程第１６、報告第５号 令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告

について及び日程第１７、報告第６号 令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告についてが提出

されました。 

 これより２件の報告を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 報告第５号 令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告についてご説明

申し上げます。 

 本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、実質赤字比率、連

結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の４指標を報告するものでございます。 

 まず、実質赤字比率につきましては、一般会計において赤字が生じておりませんので、数値は算定

されませんでした。 

 また、連結実質赤字比率についても、各会計いずれも赤字が生じておりませんので、数値は算定さ

れませんでした。 

 次に、実質公債費比率でありますが、これは過去３年間の平均値で算出するものでございます。平

成３０年度から令和２年度までの平均値は、標準財政規模の増加等により、前年度と比較して０．２ポ

イント下降し、４．３％となりました。国で定めた早期健全化比率は２５．０％となっておりますの

で、これを下回り、クリアしております。 

 最後に、将来負担比率でありますが、地方債現在高などの将来負担額を基金などの充当可能財源が

上回ったため、前年度と同様に数値は算定されませんでした。国で定めた早期健全化基準は、

３５０．０％となっておりますので、これをはるかに下回り、クリアしております。 

 なお、今回報告いたします健全化判断比率につきましては、監査委員さんに審査をいただいており

ますので、その審査意見書を付して報告させていただきます。 

 次に、報告第６号 令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告についてご説明申し上げます。本
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案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により報告するものでござい

ます。 

 資金不足比率につきましては、水道事業会計、下水道事業会計ともに黒字決算であり、資金不足が

生じていないため、いずれの会計も数値は算定されませんでした。この資金不足比率につきましても、

監査委員さんに審査をいただいておりますので、その意見書を付して報告させていただきます。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で日程第１６、報告第５号及び日程第１７、報告第６号の２件の報告

を終了いたします。 

 日程第１６、報告第５号 令和２年度決算に基づく健全化判断比率の報告について及び日程第１７、

報告第６号 令和２年度決算に基づく資金不足比率の報告についてには監査委員の審査意見が付され

ております。 

 監査委員の審査意見の朗読を求めます。 

 総務課長。 

              〔総務課長 萩原保宏君登壇〕 

◇総務課長（萩原保宏君） それでは、報告第５号、６号のそれぞれの後ろに付されている監査委員

の審査意見書を御覧ください。それでは、朗読をさせていただきます。 

 初めに、令和２年度財政健全化審査意見書です。１、審査の概要。２、審査期間については記載の

とおりです。割愛させていただきます。 

 ３、審査の結果です。（１）、総合意見。審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基

礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

 （２）、個別意見です。①、実質赤字比率については、令和２年度は実質赤字額がなく、実質赤字

比率は算定されず、早期健全化基準の１３．８６％と比較すると、これを下回っており、良好と言え

る。 

 ②、連結実質赤字比率については、令和２年度は全ての会計が黒字で連結実質赤字額がなく、連結

実質赤字比率は算定されず、早期健全化基準の１８．８６％と比較すると、これを下回っており、良

好と言える。 

 ③、実質公債費比率について。令和２年度の実質公債費比率は４．３％となり、早期健全化基準の

２５．０％と比較すると、これを下回っており、良好と言える。 

 ④、将来負担比率について。令和２年度の将来負担比率は算定されず、早期健全化基準の３５０．０％

と比較すると、これを下回っており、良好と言える。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 次は、水道事業会計及び下水道事業会計の経営健全化審査意見書となります。こちらも１、審査の

概要、２、審査期間については記載のとおりです。割愛をさせていただきます。 

 それでは初めに、水道事業会計経営健全化審査意見書です。３、審査の結果、（１）、総合意見。
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審査に付された下記、資金不足比率、その算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に

作成されているものと認められる。 

 （２）、個別意見。水道事業は、事業の規模４億９，９２７万８，０００円、流動負債８，７９３万

９，０００円、流動資産８億７，６５４万５，０００円、剰余金７億８，８６０万６，０００円、標

準財政規模比１０．４％である。したがって、資金不足比率は算定されず、経営健全化基準の２０．０％

と比較すると、なお良好な状態にあると認められる。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 続きまして、下水道事業経営健全化審査意見書です。３、審査の結果、（１）、総合意見。審査に

付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成

されているものと認められる。 

 （２）、個別意見。下水道事業は、事業の規模２億９，６４７万９，０００円、流動負債２，２０６万

３，０００円、流動資産１億１，６４２万９，０００円、剰余金９，４３６万６，０００円、標準財

政規模比１．２％である。したがって、資金不足比率は算定されず、経営健全化基準の２０．０％と

比較すると、なお良好な状態にあると認められる。 

 （３）、是正改善を要すべき事項。特に指摘すべき事項はない。 

 以上で、監査委員の審査意見書の朗読を終了させていただきます。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で監査委員の審査意見の朗読を終了いたします。 

                      ◇                   

〇日程第１８ 議案第４５号 令和２年度玉村町水道事業会計剰余金の処分について 

〇日程第１９ 議案第４６号 令和２年度玉村町下水道事業会計剰余金の処分について 

◇議長（三友美惠子君） 次に、日程第１８、議案第４５号 令和２年度玉村町水道事業会計剰余金

の処分について及び日程第１９、議案第４６号 令和２年度玉村町下水道事業会計剰余金の処分につ

いての２議案を一括議題といたします。 

 これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１８、議案第４５号及び日程第１９、議案第４６号の２議案を一括議題とすること

に決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４５号 令和２年度玉村町水道事業会計剰余金の処分についてご説明

申し上げます。 
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 本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、令和２年度水道事業会計決算の結果、発

生した利益剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。 

 前年度１年間の営業活動の結果として、損益取引から生じた純利益は７，２８４万３，６０４円で

ありますが、これは経理上、未処分利益剰余金に位置づけられるものでございます。また、減債積立

金及び建設改良積立金の取崩しにより生じた４，９９１万６，１１０円を加えますと、未処分利益剰

余金の合計は１億２，２７５万９，７１４円でございます。 

 内容につきましては、別紙の剰余金処分計算書（案）のとおり処分させていただくもので、企業債

償還に充てるための減債積立金として５，２８４万３，６０４円、欠損金を埋めるための利益積立金

として１，０００万円、建設改良積立金として１，０００万円をそれぞれ積み立て、資本金として

４，９９１万６，１１０円を組み入れるものでございます。 

 次に、議案第４６号 令和２年度玉村町下水道事業会計剰余金の処分についてご説明申し上げます。 

 本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、令和２年度下水道事業会計決算の結果、

発生した利益剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。 

 前年度１年間の営業活動の結果として、損益取引から生じた純利益は４，８３４万１，７９５円で

ありますが、これを経理上、未処分利益剰余金に位置づけられるものでございます。 

 内容につきましては、別紙の剰余金処分計算書（案）のとおり処分させていただくもので、企業債

償還に充てるための減債積立金として２，８３４万１，７９５円、欠損金を埋めるための利益積立金

として１，０００万円、建設改良積立金として１，０００万円をそれぞれ積み立てるものでございま

す。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で２議案に係る提案説明を終了いたします。 

 日程第１８、議案第４５号 令和２年度玉村町水道事業会計剰余金の処分について、これより本案

に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 
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 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１９、議案第４６号 令和２年度玉村町下水道事業会計剰余金の処分について、これより本

案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２０ 議案第４７号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条 

              例の一部改正について 

◇議長（三友美惠子君） 日程第２０、議案第４７号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部改正について、これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４７号 玉村町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の

一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、群馬県の最低賃金が引き上げられたことに伴い、会計年度任用職員の給与及

び報酬の見直しを行うものでございます。 

 既にご承知のとおり、群馬県における令和３年度の最低賃金が１０月より８３７円から８６５円に

引き上げられる見込みです。会計年度任用職員の給与水準については、常勤職員の給料表を基礎とし
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て、職務内容や責任、知識、技術等の要素を考慮して定めるべきとされております。玉村町において

も、全国的な状況を勘案し、今回の改正で常勤職員の給料表を適用した上で、県の最低賃金の引上げ

を反映し、適正な給与水準を確保するものでございます。 

 具体的な改正内容ですが、まず第１条において、今まで会計年度任用職員の給料表を玉村町職員の

給与に関する条例別表第１に定める行政職給料表を参考に町独自で定めていたものを、今後は条例別

表第１に定める行政職給料表として、職務の級は１級または２級とするものでございます。 

 続きまして、第２条ではパートタイム会計年度任用職員の期末手当基本額の算出方法について、様々

な雇用形態があることから、規則への委任をすることへ改正するものでございます。 

 今後も、引き続き適正な給与水準の確保に努めてまいりたいと考えております。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおりに決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２１ 議案第４８号 玉村町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の 

              基盤強化のための固定資産税の課税の特例に関する条例 

              の一部改正について 

◇議長（三友美惠子君） 日程第２１、議案第４８号 玉村町地域経済牽引事業の促進による地域の

成長発展の基盤強化のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正についてを議題といた

します。 
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 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第４８号 玉村町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤

強化のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

 本案につきましては、地方税の課税免除または不均一課税に関する減収補填制度を規定する省令に

ついて、対象施設の設置期限に関する規定の改正に伴い、玉村町地域経済牽引事業の促進による地域

の成長発展の基盤強化のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部を改正するものでござい

ます。 

 改正内容は、上位法に定めてある省令の改正によるもので、対象施設の設置期限について同意基本

計画の同意の日から起算して「５年内」を同意の日から「令和５年３月３１日」までに改正するもの

でございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（三友美惠子君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２２ 議案第４９号 令和３年度玉村町一般会計補正予算（第４号） 

〇日程第２３ 議案第５０号 令和３年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第 

              １号） 
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〇日程第２４ 議案第５１号 令和３年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

〇日程第２５ 議案第５２号 令和３年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予 

              算（第１号） 

〇日程第２６ 議案第５３号 令和３年度玉村町水道事業会計補正予算（第２号） 

〇日程第２７ 議案第５４号 令和３年度玉村町下水道事業会計補正予算（第１号） 

◇議長（三友美惠子君） 次に、日程第２２、議案第４９号 令和３年度玉村町一般会計補正予算（第

４号）から日程第２７、議案第５４号 令和３年度玉村町下水道事業会計補正予算（第１号）までの

６議案を一括議題といたします。これにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第２２、議案第４９号から日程第２７、議案第５４号までの６議案を一括議題とする

ことに決定いたしました。 

 これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） それでは、議案第４９号 令和３年度玉村町一般会計補正予算（第４号）に

ついてご説明申し上げます。 

 本案は、既定の歳入歳出の総額に２億２８３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１２８億

４，６９３万９，０００円とするとともに、債務負担行為の追加及び地方債の変更をするものでござ

います。 

 初めに、歳出の主な補正内容でございますが、まず全体といたしましては国の中央最低賃金審議会

の答申により、最低賃金の引上げが見込まれることから、本町においても近隣市町村等の状況を踏ま

えた上で、会計年度任用職員の処遇改善として、人件費総額で９００万７，０００円の追加をさせて

いただきました。 

 次に、総務費では、ご寄附いただいた寄附金の地域福祉基金への積立てや、協働事業である令和２年

度岩倉水辺の森プロジェクト補助金の精算金を協働によるまちづくり基金へ積み立てるとともに、都

市計画事業基金積立金を減額し、高崎玉村スマートインターチェンジ北地区の発掘調査報告書作成業

務委託に令和３年度の都市計画税を充当するものでございます。 

 また、上毛新聞社主催の地域の力応援キャンペーンプロジェクトへの協賛を行うものでございます。 

 次に、民生費では、コロナ禍により経済的負担が重くなっている低所得世帯を引き続き支援するた

め、児童扶養手当及び就学援助費を受給する子供１人当たりに２万円の給付を行うものでございます。 

 また、前年度の精算に伴う障害者自立支援費や子ども・子育て支援等に係る国、県返還金のほか、

サービス利用者の増加に伴う障害児相談支援事業の事業費や老朽化に伴う保育施設等の施設修繕費の
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追加等を行うものでございます。 

 次に、農林水産事業では、道の駅玉村宿駐車場拡張事業を伴う地質調査を行うほか、新規需要米次

期作支援事業に不足が生じたため、追加を行うものでございます。 

 また、田園都市たまむらならではのカントリーエレベーターが竣工から１８年経過し、制御盤の更

新が必要となったため、更新費用の一部を助成するとともに、農業水利施設である水門３門について、

老朽化に伴う補修を行うものでございます。 

 次に、商工費では、群馬県においても緊急事態宣言が発令され、感染拡大に歯止めがかからない状

況にある中、町内事業所が行う新型コロナウイルス感染拡大防止対策を支援するとともに、宣言解除

後の緊急経済対策として第２弾のキャッシュレス化推進・消費喚起応援事業を秋頃の実施を目指して

追加するものでございます。 

 次に、土木費では、地元区からの要望等に応えるため、道路補修や道路改良、排水路改修等に事業

費の追加を行うほか、町営住宅辰巳団地の屋根、外壁塗装工事や布留坡団地及び八幡団地の４棟につ

いて解体工事を行うなど、公共事業の推進により地域経済の活性化を後押しするものでございます。 

 また、地域の公園等の樹木管理をはじめ、北部公園の井戸設備の修繕を行うほか、浸水想定区域デ

ータの地図情報システムへの搭載や申請件数の増加に伴う空き家除却の補助金に追加等を行うもので

ございます。 

 次に、消防費では、上陽分団詰所建設事業に伴う旧玉村内科クリニックの解体撤去に必要な経費を

追加するものでございます。 

 次に、教育費では、コロナ禍の今、子供や若者、女性の自殺が深刻な社会問題となっていることか

ら、青少年健全育成を目的に、玉村町ライオンズクラブ様よりいただいた寄附金を活用し、全町立小

中学校において「いのちの大切さ」講演会を実施するほか、ぐんま緑の県民基金を活用し、上陽小学

校で森林環境教育に取り組むとともに、このたび寄贈いただいた国登録有形文化財、重田家住宅の樹

木等の維持管理経費や、高崎玉村スマートインターチェンジ北地区により発掘された平安時代の水田

跡を中心とする高井遺跡発掘調査報告書の作成費用を追加するものでございます。 

 また、老朽化に伴う学校施設等の施設修繕費や傷みが著しくなった学校給食用汁食器の購入費の追

加等を行うものでございます。 

 以上が主な補正内容となりますが、これらの事業の財源といたしましては、事業実施に伴う国、県

支出金や寄附金、町債をはじめ、前年度繰越金等を予定しております。 

 なお、債務負担行為の追加でございますが、人事・給与システム構築業務委託につきましては、現

在の人事・給与システムの提供が令和４年９月末で終了する旨の申出があったため、新たなシステム

を導入する必要があることから、導入業者を選定後、データの移行をはじめ、システムのセットアッ

プやカスタマイズなど、導入に必要な準備作業を進めるものでございます。 

 玉村小学校放課後児童クラブ運営業務委託につきましては、本年度末の委託期間満了に伴い、新た
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に来年度以降の業者選定を行うものでございます。 

 また、地方債の変更でございますが、町道１０３号線道路補修事業及び上陽分団詰所建設事業の事

業費追加に伴う増額のほか、臨時財政対策債発行可能額の確定による増額でございます。 

 以上が一般会計補正予算の主な内容です。 

 次に、議案第５０号 令和３年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明

申し上げます。本案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４万５，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を３３億８，１２２万４，０００円とするものでございます。 

 主な補正内容ですが、歳出については、最低賃金改定に伴う会計年度任用職員報酬増額のため、４万

５，０００円を増額するものです。 

 次に、歳入につきましては、前年度繰越金を同額の４万５，０００円増額するものでございます。 

 次に、議案第５１号 令和３年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号）についてご説明申し

上げます。本案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に１億１，９８７万７，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を２７億８８４万９，０００円とするものです。 

 主な補正内容ですが、まず歳入では前年度繰越金から令和２年度精算に伴う国庫負担金等の返還金、

介護保険基金積立金を用意するものでございます。 

 また、介護報酬改定に伴う介護保険システム改修費用に対する事業費補助金が見込まれるもののほ

か、地域支援事業費の増額に伴う国、県支出金、支払基金交付金の増額分、一般会計繰入金の増額分

を計上するものでございます。 

 次に、歳出では、国庫負担金等の令和２年度精算に伴う返還金として、１，８６３万６，０００円

及び令和２年度に生じた黒字等のうち１億円を介護保険基金に積み立てるものでございます。 

 そのほか、介護報酬改定に伴うシステム改修費用や最低賃金改定に伴う職員手当等の調整として、

認定調査等費及び地域支援事業費の増額を行うものでございます。 

 次に、議案第５２号 令和３年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号）につい

てご説明申し上げます。本案につきましては、介護予防サービス事業特別会計歳入歳出予算の総額に

歳入歳出それぞれ７，０００円を増額し、歳入歳出それぞれ４４９万６，０００円とするものでござ

います。 

 まず、歳入につきましては、一般会計からの繰入金を増額するものでございます。 

 また、歳出につきましては、最低賃金改定に伴う会計年度任用職員の給料及び退職手当負担金を増

額するものでございます。 

 次に、議案第５３号 令和３年度玉村町水道事業会計補正予算（第２号）についてご説明申し上げ

ます。まず、収益的収支については、収益的支出の予算額を１４万３，０００円増額し、総額を５億

４，５３７万８，０００円と定めるものでございます。 

 内容は、原水及び浄水費における備消品費の増額で、藤川公園内の水質監視装置用交換部品の購入
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費用でございます。 

 次に、資本的収支についてですが、資本的支出の予定額を１，０５０万円増額し、総額を３億

５，８０７万７，０００円と定めるものでございます。 

 内容は、人事異動に伴う職員給与費の調整で、本年度増員となった職員分を資本勘定に振り替える

とともに、給料を４６５万９，０００円、手当を２８１万６，０００円、賞与引当金繰入額を６７万

３，０００円、法定福利費を２２２万円、法定福利費引当金繰入額を１３万２，０００円、それぞれ

増額するものでございます。 

 次に、議案第５４号 令和３年度玉村町下水道事業会計補正予算（第１号）についてご説明申し上

げます。まず、業務の予定量についてですが、主要の建設改良事業として定めた管渠整備工事費を５億

４，０５０万円に改めるものでございます。 

 次に、収益的収支についてですが、収益的支出の予定額を３００万円増額し、総額を７億３，１９１万

円と定めるものでございます。 

 内容については、営業費用のうち管渠費の修繕費を３００万円増額するものでございます。 

 次に、資本的収支についてですが、資本的収入の予定額を１，３６０万円増額し、総額を７億

９，１３０万円と定めるものでございます。 

 補正予定額の内訳については、企業債を１，２１０万円、補助金を１５０万円、それぞれ増額する

ものでございます。 

 一方、資本的支出の予定額については、１，５００万円増額し、総額を１０億７，３７１万３，０００円

と定めるものでございます。 

 内容は、管渠建設費に関するもので、補償費を２，０００万円減額するとともに、工事請負費を

３，５００万円増額するものでございます。 

 最後に、企業債についてですが、借入れの限度額を１，２１０万円増額し、５億５，３７０万円と

するものでございます。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で、６議案に関する提案説明を終了いたします。 

 日程第２２、議案第４９号 令和３年度玉村町一般会計補正予算（第４号）、これより本案に対す

る質疑を求めます。 

 ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ４３ページです。土木費の中の道路維持費４，２００万円ということで、補

正前の額に比べて２０％以上増額しています。道路面の傷みについては、凸凹があるとか、水たまり

があるとか、町民の皆さんからいろんな要望を聞きます。その中で、今回この４，２００万円の主な

内容と、それからその場所を決めるのにどういう基準というか、そんな形で決めているのか、伺いま
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す。 

◇議長（三友美惠子君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 こちらの補修に関しましては、区長要望で出てきたところが中心となります。単独事業になります。 

 要求している場所が、１つは町道３０１５号線というところが、場所的にはコレクト運輸さん、飯

塚、藤川のところなのですけれども、そこの３０１５号、藤川ですかね、住所的には。そちらのとこ

ろになります。 

 もう一つが藤川で、藤川公民館のところ、継続的にやっているのですけれども、南から始めていっ

て、追加で藤川公民館、宇津木医院さんのところですかね。 

 もう一つが宇貫になります。ジェムコさんがあるところの西側になります。こちらが町道１２４８号

線、それから角渕、巽社さんがあるのですけれども、そこが町道１０４５号線、巽社さんの南へ、距

離は少ないのですけれども、そこが該当しています。 

 それから、あと角渕の下之手なのですが、ウシキランバーさんの少し北辺り、これが町道１０６６号

線、それから上茂木の滝川の南なのですけれども、１５８４号線道路補修、元のナガイスイミングさ

んの少し西辺りです。 

 それから、川井へ行きまして、川井の集落内で新玉ゴルフ場へ行くところの手前の道というのです

か、南北のほぼ川井の集落のメインの道だと思います。 

 こちらのところが全体的な候補地なのですけれども、起終点の関係とか、あと舗装のやり方、傷み

具合等考えて概算で要求をしています。この中で悪いところ順に行っていって、できるだけこの

４，０００万円を有効的に活用していくという考えでいただければと思います。 

 悪いところというのは、区長さん要望、区長さんの見解、それから町が見た公平性の観点で判断し

て、こういった今のところこの路線を候補地として挙げております。 

◇議長（三友美惠子君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） 区長要望を一番優先して場所を選んでいると、そういうようなお話でした。

私のところのすぐ直近でいうと上之手団地の桜並木、あそこ相当傷んでいまして、水たまりがかなり

あります。それは、以前にも区長さんを通してたしか提出したこともあるかと思うのですけれども、

ほかにもいろいろ数は相当あるのだとは思いますけれども、道路に対する凸凹の要求というのはかな

り町民の要望としてあります。ぜひ限られた予算の中ではありますが、いろんな優先順位を考えてい

ただいて、進めていただきたいなと、こういうふうに思います。 

 以上です。 

◇議長（三友美惠子君） 答え要りませんか。 
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              〔「はい」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） ４１ページのキャッシュレス化推進の対策事業なのですが、町長も先ほど提

案のほうで秋頃ということでしたが、前回やったのと、第２弾ということで内容的に変わるものがあ

るのか、同じようなプレミアムのつけ方だとか、それから事業者数だとか、それが拡大しているかと

か、その辺のところはどうなっていますでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 齋藤 恭君発言〕 

◇経済産業課長（齋藤 恭君） 現状でキャッシュレス化ということで、７月からは事業者といたし

ますとペイペイさん１社というところで進めさせていただいたところです。 

 今回予算要求させていただいているものにつきましては、秋以降を目安といたしますと１１月以降

にできればというところでは今進めさせていただいております。その中で、また実施いただく事業者、

こちらにつきましても増やすことができないかというところで、事務は進めさせていただいていると

いうところです。 

 内容的には、７月にやらせていただきました決済金額の２５％の還元で１回１，０００円、上限

５，０００円というところを軸としまして進めさせていただいている状況でございます。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 続いて、４４ページ、４５ページのところなのですが、４４ページで排水路

改修事業というのがありますが、予算が１００万円ということで、結構要望等が来ているものでいく

と距離数とか、そういうものとなかなか対応はまた難しいのかと思うのですが、そこの工事の内容だ

とか、またこの工事については継続していく、持続化していくような方向とか、そういうのもあるか

と思うのですが、その辺のところはどうなのかということと、あと同じ４５ページには浸水想定区域

データ、ＧＩＳを使ったということで、これが町民の方にどのような影響というか、どのような情報

がこれをやることによって得られるのかということ、その２つです。その辺２つをよろしくお願いし

ます。どうなっていますでしょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 初めに、４４ページの排水路改修事業ですけれども、こちらは傷んだ蓋のところを一部補修する、

場所は全て決まっているわけではないですけれども、よく道路横断のところで蓋が傷みますので、そ

ういった蓋の箇所を直していくということと、あともう一つが上飯島の鯉沢のところなのですけれど



－38－ 

も、鯉沢、大きな水路ですけれども、民地と水路の間が雑木とか除草で大変苦労しているところもあ

ります。全体的に鯉沢そういうところが多いのですけれども、今回一番ひどいと思われるところのそ

ういった雑木、除草を一度撤去して、民地と水路の間、そこをコンクリートを詰めて、草が生えない

ようにして維持管理していこうということです。 

 こういったことも少しずつ行っていって、解決していければと思います。一度に全部水路用地にコ

ンクリするというのは難しい話だと思いますので、ひどい箇所、また区長さんとも協議して、優先順

位を決めて少しずつやっていきたいという考えです。 

 ４５ページ、こちらにつきましては都市計画法の改正がある予定です。浸水ハザードマップを取り

入れた形で都市計画図と重ね合わせるということになります。市街化調整区域の開発許可の厳格化と

いうことで、これから町の意見も踏まえて、群馬県全体的で制限をかけていくということです。いず

れにしても、市街化区域や調整区域について、ハザードマップが大字どこどこ何番地、これが浸水想

定何メートル、３メートルになるのか、４メートルになるのか、そういったところがすぐに分かるよ

うな形で求めなければなりませんので、まずはそのレイヤー、重ね合わせ図を作成するという業務で

す。 

◇議長（三友美惠子君） ７番石内國雄議員。 

              〔７番 石内國雄君発言〕 

◇７番（石内國雄君） 排水路のところの鯉沢のところですか、あそこのところは結構鯉沢周辺にず

っと距離が長いと思うのです。１００万円、それ全部使うかどうか分かりませんけれども、工事をや

って雑木を切っていくとしても、今回の補正予算でどこまでできるのか。地域の住民の方がずっとそ

このところをいつも通って見ているところでもありますので、継続的にいつからいつまではここまで

やりました、その次はここまでやりましたという形で、ここをやったらば次のところをやり始めるま

でに数年かかるという話ではなくて、継続的にやっていく必要、予算化していく必要があろうかと思

いますので、その辺のところはこれからの検討の課題になるのではないかなと思いますので、そうい

うものも、例えばそこの周辺の工事をしたときに、住民の方に今回は予算の関係でここだけなのだよ

で終わりではなくて、今回の予算の関係でここまではできるのですけれども、その次についてはまた

予算化させてもらって、こういう工事を漸次こういうふうに進めていきますという住民の方の住宅環

境が常に進んでいるのだというような形のものに持っていけるような説明とか、計画をお願いしたい

なと思います。 

 以上です。 

◇議長（三友美惠子君） 答えはいいですか。 

 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 
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 今回一応現時点で予定されているところは上飯島交差点のところで、東側になるのですけれども、

具体的に言いますと田口建設さん、石川自動車さんのところの裏辺りを予定しています。以前にも下

新田区長さん、もっと上流ですね、そういったところも話ありましたので、少しずつ都市建設課とし

ては財政と協議していきながら、要求して仕上げていければいいなと考えております。 

 以上です。 

◇議長（三友美惠子君） ほかに。 

 ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） ３項目お聞きします。 

 まず、８ページ、デジタルサイネージ広告パネルというのがありますけれども、どういったもので、

町のメリット、デメリットあれば説明してください。 

◇議長（三友美惠子君） 企画課長。 

              〔企画課長 大堀泰弘君発言〕 

◇企画課長（大堀泰弘君） では、デジタルサイネージにつきましてお答えをいたします。 

 デジタルサイネージというのは、電子看板のことでありまして、モニター画面に映像が次々に映し

出されまして、見ている人に情報を伝えるものであります。それを今予定しているのは、役場のロビ

ーに設置をする予定であります。 

 この設置に関しては、町の負担が一切なく、業者が設置をするということであります。なおかつ設

置に関して、設置使用料ということで収入が得られるという点と町の情報を流せるという条件で設置

をしますので、その辺が町のメリットとなっていると思われます。 

 以上です。 

◇議長（三友美惠子君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） 広告の内容が不適切である危険性もあるので、その辺に関してはどのように

考えていますか。 

◇議長（三友美惠子君） 企画課長。 

              〔企画課長 大堀泰弘君発言〕 

◇企画課長（大堀泰弘君） 広告につきましては、町の基準があります。特定の政治活動や公序良俗

に反するものについては広告として出せないので、その辺はその基準に基づいて対応をしたいと思い

ます。 

◇議長（三友美惠子君） ４番月田均議員。 

              〔４番 月田 均君発言〕 

◇４番（月田 均君） では、次の第２質問なのですが、よろしいですか。４５ページに浸水想定区
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域、ＧＩＳ整備って書いてあるのですけれども、具体的にＧＩＳ整備というのはどういう内容なので

しょうか。 

◇議長（三友美惠子君） 何ページですか。 

              〔「４５ページです」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 ＧＩＳに関しては、税務課のほうで所管はしていると思うのですけれども、こちらで土地の地番と

か、地籍とか、そういった情報がデータとして図面と航空写真も含まれていますが、そういったデー

タの中に入っていると。都市建設課では、よく土地を調べる場合そういった地番とか地籍、それから

地目、それから航空写真との重ね合わせ図でいろいろ問合せ等に応じています。今回そのデータにハ

ザードマップをさらに重ねるということの委託を考えております。 

◇議長（三友美惠子君） 次。月田議員、３回終わりました。３回です。 

 ほかに質疑のある方いらっしゃいますか。 

 １番小林一幸議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） ページになりますが、３５ページ、障害児の相談支援事業についてお伺いを

いたします。 

 前回説明がありましたときには、２７０万円増えているわけですが、サービス利用者が増えたとい

うことでご説明をいただいているわけですが、そのサービス利用者が人数的に増えたのか、サービス

利用が増えたのか、その辺の内容についてお聞かせください。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） お答えします。 

 サービス人数のほうが増えております。 

◇議長（三友美惠子君） 小林議員。 

              〔１番 小林一幸君発言〕 

◇１番（小林一幸君） 何人増えたか、一緒に言ってもらえるかなと思ったのですけれども。 

◇議長（三友美惠子君） 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） 今手元にそこまでの資料ちょっとございませんので、後でお示しし

たいと思います。 

◇議長（三友美惠子君） ほかに質疑ございませんか。 
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 １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） ４４ページの先ほどの工事請負費、排水路事業の上の段の道路改良事業

の具体的な内容について答えていただきたい。 

 続いて、４８ページの上陽分団詰所の解体工事だと思うのですけれども、たしかいろんな危険な、

備品の中にはいろいろなものがあるので、その辺を考慮して準備をしているのか。 

 それから、工事期間はどのくらいの日程がかかるのか、お聞かせください。 

◇議長（三友美惠子君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 初めに、４４ページですけれども、道路改良事業ということで、こちら場所につきましては藤川の

たまむらとうふさんに入っていくところですかね、県道から斜め、藤川公園に入っていくところ、そ

この入ってすぐのところが、道路の西側ですけれども、側溝がありませんので、そこに数十メートル

側溝を入れるということで、こちら区長さん要望で行う予定です。 

◇議長（三友美惠子君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） ４８ページの上陽分団詰所建設事業についてお答えいたします。 

 こちらにつきましては、内容でございますけれども、既存の建物解体撤去及び中にレントゲンの設

備が２台ございますので、そちらを解体撤去するというところを見込んでおります。こちら建物のほ

うにアスベストがかなりの部分使われていたということがありまして、こちらの工事請負費、処分も

含めの金額になっておりますので、若干多額の費用を見込まれております。 

 あとは、中身としましては中のいろいろな備品類、そういったものがまだ残っておりますので、そ

ちらを撤去して運搬すると、あとは家電リサイクル法の対象品もありますので、そちらも適正に処分

するための費用を今回計上させていただきました。こちら予算のほうをお認めいただけた後に、年内

には何とか解体のほうを終わらせていきたいなというふうに思っております。新年度から建物の建設、

もちろん新年度予算を計上した上ででございますけれども、始めて、令和４年度内には全て工事のほ

うを完了させたいというふうに考えております。 

◇議長（三友美惠子君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 追加で４３ページ、先ほど道路補修事業、課長がいろいろ挙げられまし

たけれども、先ほどコレクト運輸のところというのは、私が考えてどこのことを指しているのかな、

ちょっと確認したいと思うのですけれども。 

◇議長（三友美惠子君） 都市建設課長。 
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              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 町道でいいますと、３０３２号線ということになります。コレクト運輸さんの１本西の道路。 

              〔「川の端ですか」の声あり〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） 西で、幅員は６メートルあります。そこで２００メートルぐらいの

区間を補修するという予定なのですけれども、１本西の南北の道かなということで、すみません。 

◇議長（三友美惠子君） ほかに質疑ありませんか。 

 健康福祉課長。 

              〔健康福祉課長 岩谷孝司君発言〕 

◇健康福祉課長（岩谷孝司君） 先ほどの小林議員さんのご質問にお答えします。 

 先ほどの障害児の相談事業なのですけれども、今約２０人が４０人に増えているということになり

ます。すみませんでした。 

◇議長（三友美惠子君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第２３、議案第５０号 令和３年度玉村町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、これよ

り本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 
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 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  日程第２４、議案第５１号 令和３年度玉村町介護保険特別会計補正予算（第２号）、これより

本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第２５、議案第５２号 令和３年度玉村町介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号）、

これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 
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              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第２６、議案第５３号 令和３年度玉村町水道事業会計補正予算（第２号）、これより本案に

対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第２７、議案第５４号 令和３年度玉村町下水道事業会計補正予算（第１号）、これより本案

に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 
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◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２８ 議案第５５号 工事請負契約の締結について 

◇議長（三友美惠子君） 日程第２８、議案第５５号 工事請負契約の締結について、これより提案

理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 議案第５５号 工事請負契約の締結について説明申し上げます。 

 玉村町クリーンセンター年次整備工事につきましては、８月１１日に随意契約見積り開札を行った

結果、東京都港区芝浦３丁目９番１号、株式会社タクマ東京支社支社長、丸太元太が、消費税込み１億

６７０万円で落札し、８月１８日に同社と仮契約を締結いたしました。 

 つきましては、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 なお、本工事の内容は、クリーンセンターの安全かつ安定的な焼却運転を行うため、焼却炉をはじ

めとする傷みの激しい設備等の整備を行うものです。 

 ご審議の上、ご議決くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（三友美惠子君） 以上で提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

 １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 契約方法が随意契約になっているのですけれども、たしかタクマに頼む

以外に方法はないのかなとは思いますけれども、随意契約にしたその理由を教えてください。 

◇議長（三友美惠子君） 環境安全課長。 

              〔環境安全課長 髙柳 功君発言〕 

◇環境安全課長（髙柳 功君） お答えいたします。 

 今回の大規模な工事につきましては、焼却施設の焼却炉内耐火物の補修、あとは炉の火格子交換、
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あとは吸じん装置の部品交換とコンベヤーの整備という形になっております。こちらは、全てタクマ

のほうが平成２年のときに設置したものでございますし、特に焼却炉の部品関係につきましては、他

社からは供給が受けられないと、また焼却炉の耐火物につきましてもいろいろな設計値を基に計算し

ているというところで、これをただ単に補修した場合には、焼却炉の発生するガスの性状であるとか

燃え方、その他等で影響が出てしまうものでございます。そういったことも鑑みながら、結局のとこ

ろ設置業者であるタクマのほうにお願いをするのが安定燃焼に役立つのであろうということで、随意

契約でお願いをしているところでございます。 

 以上です。 

◇議長（三友美惠子君） ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑終了と認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                      ◇                   

〇日程第２９ 同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

◇議長（三友美惠子君） 日程第２９、同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について、

これより提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてご説明申し上げま

す。 

 平成３０年１１月から固定資産評価審査委員会委員を務めていただいております内田元光様におか

れましては、この１０月３１日に任期が満了となります。本案は、その後任者を選任するため提案さ
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せていただくものでございますが、これまでの経験等を考慮し、引き続き内田様を選任いたしたく、

議会の同意を求めるものでございます。 

 内田様におかれましては、人格はもちろんのこと、区長などを歴任され、知識が豊富で、適任者で

あると考えております。 

 ご審議の上、ご同意くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（三友美惠子君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案を原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり同意することに決しました。 

                      ◇                   

〇日程第３０ 意見第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

◇議長（三友美惠子君） 日程第３０、意見第２号 人権擁護委員候補者の推薦について、これより

提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

              〔町長 石川眞男君登壇〕 

◇町長（石川眞男君） 意見第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてご説明申し上げます。 

 人権擁護委員の推薦については、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を聞いて

候補者を推薦することになっております。 

 意見第２号で推薦させていただきました町田由子氏におかれましては、関根和代氏が令和３年

１２月末日で退任することから、後任として推薦を考えております。 

 町田氏は、玉村町においてガールスカウト群馬県第６７団の代表としての活動経験もあり、人格識
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見高く、地域の信望も厚く、人権擁護委員として適任と考えましたので、推薦するものでございます。 

 ご審議の上、ご同意くださいますようお願い申し上げます。 

◇議長（三友美惠子君） 提案説明を終了いたします。 

 これより本案に対する質疑を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 質疑なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する討論を求めます。 

              〔「なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） 討論なしと認めることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 これより本案に対する表決を行います。 

 本案に同意するとの意見とすることにご異議ありませんか。 

              〔「異議なし」の声あり〕 

◇議長（三友美惠子君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案に同意するとの意見とすることに決しました。 

                      ◇                   

〇散  会 

◇議長（三友美惠子君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会といたします。 

 なお、明日９月２日（木曜日）は午前９時までに議場へご参集ください。 

 ご苦労さまでした。 

   午前１１時４７分散会 


